
















































































o lieb M証del，wie schlecht bist duJ 
の心をかきむしるような歌山である。作













C (ハ)，H (ロ)，或いは AS (変イ )， 
C (ノ、)， H (ロ) となり二また之はシュ
ーマソ Schumannの名の中で音名に当











をあみ出したものである。 この he a 

































Maria， wo bist du zur Stube gewe-
sen?Jや，rああ悲しい!お母さん，何と

































よ， 0 Stern und Blume， Geist und Kl-










































ないと問いかけているJ (F. S. 216) の








定 eineunzuganglich absolute Vor. 
bestimmungのために，人間性を否定し










































性 4J文芸春秋昭和 33年 3月号)
6 : ライ トモチーフについては拙稿
































のとなるであろう J(F. S. 221)と言って
いるのは，注臼に価する発言ということ
が出来よう。















て力があったJ(F. S. 287)一一ー例えば 4
~に出て来るリズムの自由な弐の如きピ
ノレソの独自“theyhave pitch'd a toiし















but her eye，一一一bythis light， but for 






































































































































































再びプレークの詩に。 アード リアソが そして「声楽部も絃楽部もその各幸子の動
フライソジソク.に移ってから作曲したプ きはすべて非テーマならざるものはない
レークの「静けき夜 silent，silent nightj (即ちテーマの何らかの意味での制約を
の最後の句 受けている)ということから，之は変奏
されど真の歓びは 曲 (variation)の極めて芸術的なー形態
自らを破滅へと導し ということが来出るj (F. S.351)。この
はにかめる娼婦のために。 意味でこの歌曲も「プレゾターノ歌劇
But an honest joy 集」と向じく ，彼のいわゆる「厳格な楽
Does itself destroy 節 derstrenge Sa tzjに近い音楽と断定
For a harlot coy. することが出来るだろう 。








を生み出している。実際ここでは， (最 を一層強く発音 (artikulieren) して，
も単純素朴たるべき)三和音が怪兵なる それを浮彫りにし，叉個々の単語を口に
姿をとってくるのであるj (F. S. 350，括 する大事な瞬間に，唯一息で言い切って
孤内はf医者)。このような逆説的筆法は しまう代りに，より長い時聞をかけるた
作曲者の得意とする所で，iく音函>，即 めのものj (F. S. 351)にすまない。例え
ち音楽的く自然情調>を完全に死滅した ば「憂愁」の第三節の “sovranshrine 
ものと考えているj (F. S. 202)彼が，な (至高の神殿)" という個所におけるま日
お「海洋の郷き」の如き作品を書いたの く。音楽は言葉を長く引き伸して口を合
もそれであって，伝記作者はそこに「パ




「夜の鴬への煩歌 Ode to a night. いて達せられるj (エノレプ「現代音











































Klopstocks Ode 'Die Fruhringsfeyer'j 
















Siehe， nun kommt Jehovah nicht 
mehr im Wetter; 
In stillen， sanften Sauseln 
kommt Jehovah， 
Und unter ihm neigt sich der 













































であるJ (B. Blume“Goethe und 





















(F. S. 360)。 このような r1の後，或い



























































































Th. Mann; DOKTOR F AUSTUS 







材に与えられているJ (F. S. 426) とい
った逆説的筆法は，プレークの歌曲にお
けると同じ手法である。逆説と言えば，
この人形劇全体が一つの逆説的役割を担
わされていることを見逃すことは出来な
い。この作品は「末期に近づきつつあるー
，宅テティ ータ
芸術期の思い上った悲創性(ヴ 7ーグナ
ーを指す)に対する批判的反動から生ま
れたものであるので，そこにには一抹の
61 
トラベステ f-
悪意と解体的 戯 姿がないわけではな
ムジー タ
いJ(F. S. 425)。ヴアーグナーの「音楽
ドラーマ
劇は，その素材を浪漫的伝説，中世神話
からとられ，かかる対象のみが音楽に適
し，その本質にそくしていると説かれて
いたJ (向上)のだから，ここでは「道
徳的に荘重なものの代りに，滑 稽なも
の，特にエロチックなものに於ても茶番
めいたものが現われ，イソフレ的華美な
手段はーさい捨てられているJ(向上)。
つまりこの人形劇の形体による茶番劇l
は，それ全体がバイロイトのE大な綜合
芸術に対する一つの調刺と見る ことが出
来るのである。(未完)
